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調査の体系 

 

 ・住民等からの連絡 
・職員の見回り 

 

 

 

 ・水道データ 
・行政区⾧等からの情報 

 ・使用形跡（空家/非空家）の確認
・老朽危険度の判定 
・解体済み箇所等の把握 

 ・現地調査結果の整理 

 

 

 ・空家/非空家の判定 
・今後の意向の確認 
・空家バンクへの登録意思の確認 
・特定空家等への指定の検討 

 

 

・エクセル 
・ＧＩＳ 
・ＰＤＦ（台帳） 
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